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1　は　じ　め　に

従来から水稲の生育ステージを把握する方法として，主

将乗数や葉齢指数が利用されている。これらの葉数による

生育ステージの把握は，生育の初中期のステージははば適

確に判定されるが，その後の推移を予測する場合，最終章

数が同一品種であっても苗の種類や作軋年などによって

変動するので，生育の後半になるにつれてこれをどう補正

するかが問題となる。

最近，生育ステージを把握するとともに今後の進展を

予測する指標として，気象条件から1日当りの発育速度

（DVR）を算出し，これを毎日積算した発育指数（DVl）

を指標として用いている農業試験場が増えている。この方

法は気象（環境）条件のみから生育ステージを判定して

いるが，計算手法を工夫することによって，真数や幼穂

良などの形態的特徴の推移とよく対応しているとの報告も

多いl・2）。

しかし，このDVIは播種日や田植期を0．幼穂形成期

や出穂期までを1単位としてDVRを決めている例が多い

ので，この値が少数点以下の細かい数値で表示される。こ

の値が1となる生育ステージまでの到達日を単に予測する

ためには十分であろう。しかし，この値に従って生育の発

育状況を判断して栽培管理の作業日程を決める上で都合の

良い指標となっている出穂前日数には換芳しにくく不便で

ある。例えば，追肥時期に相当する減数分裂期のDVI値

が0．鮎と表わされたとしても．実際には出穂何日前である

かを判断することは容易ではない。

そこで，DVIの到達ステージの値を1単位ではなく実

際の到達日数にすれば，1日当りの生育速度であるDVR

がはば1前後の値となる。更に，DVlを区切りのよい値

に変換した生育ステージスケール（RGSS）を策定すれば

実用性が高まると考えた。つまり．DVIのl目盛りがは

ば1日に相当するように，平均あるいは目壌となる到達日

数（D）を乗じて，日数的に生育ステージと対応するよう

にステーリングすれば，生育ステージが出穂予測日や成熟

予測日からの日数として即時に把握できるので利用しやす

くなる。

あるいは．逆に出穂期や刈取適期を0として1日ごとに

DVRをカウントダウンする方式のスケールとして表わし

ても簡便で理解しやすい。

2　古川農試式水稲生育ステージスケール

（FRGSS）策定方法

（1）供試品種　ササニシキ

（2）供試データ

気象データ：アメダス（古札1978～）

生育データ：作況試験（古川農試，1978～，

3作期：5月1，10．15日植）

（3）スケーリング

DVl＝∑DVR

RGSS＝a・DVI・D＋C

（Dは到達日数，a，Cは変換係数）

まず，DVIを播種期から田植乳幼穂形成軋出穂期

及び成熟期に分けて求めた後，スケールの起点として出穂

期の値を100とし，DVIの1目盛りがほぼ1日に相当す

るように変換を行う。あるいは出穂期を0と起点にすると，

田植期のスケール値は90前後と苗の種類などの栽培条件に

ょって異なるが，生育ステージは出穂予測目からの出穂前

日数として即時に把垣できる。

なお，DVIの算出には有効温度稜算法や1又は2次元

のノンパラメトリック法など結果的によく適合する手法を

利用すれば良い。

更に，目盛又はステージごとに目標収量に対応する期待

生育量を併記する。

ステージ　　ー　　　30　　　75　　100　　150

スケール　120　　70　　　25　　　0　　1
1　　　1　　　1　　　50　　　　0

D Vl O　　　1　　　2　　　　3　　　　4

生育期　播種期　移植期幼穂形成期出穂期　成熟期

図1ステージスケールとDVlとの関係

－35－



東北農業研究　　第　43　号（1990）

表1古川農試式水稲生育ステージスケール（FRGSS）の例

ス　 ケ　 ー　 ル ポ リユ ー－ム ス テ ー ジ

　 F R G S S

（Ⅰ方 式 ） （D 方 式 ） D V I

草 丈　 茎 数　 薫 致

（cm ） （本 ／ポ） （糞 ）
生 育 期

1 19 ．　　 0．0 0 0 ．0　　　 1　　　 0．0 播　 種　 期

6，　　　 94 ．　 1．0 0 12．0　　 110　　　　 2 ．1 田　 植　 期

3 1．　　 69 ．　 1．36 2 2．0　　 15 0　　　　 5．0 5　 彙　 期

37．　　 63 ．　 1．4 4 2 4．0　　　 26 8　　　　 6．0 6　 薫　 物

45．　　　 55 ．　 1．5 4 2 6．3　　　 41 6　　　　 7．0 7　　 葉　 期

52．　　　 48 ．　 1．6 4 3 1．7　　　 61 5　　　 8 ．0 8　 薫　 期

6 1．　　　 39 ．　 1．77 3 9．4　　　 78 9　　　　 9 ．0 9　 彙　 期

67．　　　 33 ．　 1．8 5 4 5，5　　　 83 9　　　　 9 ．6 最 高 分 げ っ 期

72．　　 28 ．　 1．9 5 5 4．5　　　 8 18　　 】0 ．0 10　 彙　 期

76．　　　 24 ．　　 2．0 0 6 0．4　　　 76 2　　 10 ．5 幼 穂 形 成 期

8 5．　　 15 ．　　 2．3 6 7 2．0　　　 68 3　　　 12．8 減 数 分 裂 期

100 ・　 4 0や ・　 3・0 0 9 6．2　　　 57 2　　 13 ．0 出　 穂　 期

14 5 ．　 － 血　　 4 ．0 0 7 9．2　　　 56 2　　 13 ．0 成　 熟　 期

注．対象品種：ササニシキ，目標収量：54．0kg／a，有効温度槙算法
（10で：以上）

実際のスケールは，ノヾ－ソナルコンピュータを使用して

システム化を図り，気象データの管理，DVIの効率的な

計算及び生育の診断予測を行なう。田植時の葉数をDVR

に換算した後，毎日の気象データを更新すれ吼　スケール

の値，対応する期待生育量，生育時期などが表示される。

あるいは，予め目盛りごとに対応する数値を算出した表

を利用することも可能である。

3　ま　　と　　め

水稲の出穂期を100又は0として，1日当りの生育速度

（DVR）がはば1になるよ　うな生育ステージスケールの

作成を試みた。

このスケールの利用によって，現在の生育ステージが出

穂期や成熟期から何日前に相当するかが即時に把握でき，

追肥や生育調節あるいは病青虫防除などの栽培管理作業を

行なう際の時期的な目安が容易に得られる。

また，期待生育量を併記することによって，従来の暦日

での生育の遅速や過不足を判断する方法に代わって，生育

ステージに対応した生育量に基づいた診断と予測を行うこ

とが可能となると思われた。
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